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平成27年度　冠スポーツ奨学金給付者
企  業  等  名 代  表  者  名

医療法人秋津会 徳田脳神経外科病院 理　事　長 徳田　　元　様
おおうら皮ふ科 院　　　長 寺﨑祐太朗　様
カイコー株式会社 代表取締役社長 村上　　潤　様
株式会社鹿児島銀行 取締役頭取 上村　基宏　様
株式会社かのや寿自動車学校 代表取締役 水口　住康　様
株式会社きたやま 代表取締役社長 北山　　勉　様
旭信興産株式会社 代表取締役 大石　博資　様
小鹿酒造株式会社 代表取締役社長 嶋田　正文　様
有限会社寿スポーツ 代表取締役 二川　健治　様
サツマガス工業株式会社 代表取締役 宮薗　善隆　様
株式会社新生社印刷 代表取締役 岡崎　洋人　様
医療法人青仁会池田病院 理　事　長 池田　　徹　様
大海酒造株式会社 代表取締役 河野　直正　様
有限会社風呂井会計 代表取締役 風呂井　敬　様
株式会社丸屋 代表取締役社長 原　　康一　様
株式会社三井 代表取締役 郷原　忠男　様
公益財団法人ミズノスポーツ振興財団 会　　　長 水野　明人　様
株式会社ミズホ商会 代表取締役 田中　丈尋　様

平成27年度
冠スポーツ奨学金証書授与式を開催

　４月６日、平成 27 年度鹿屋体育大学入学式終了後に、本財団は
冠スポーツ奨学金証書授与式を行いました。
　この奨学金は、企業、団体等の方々から多額の寄附をいただいた
場合に、その名称を冠した奨学金として、学生に対して給付するこ
ととしているものです。式では各企業の代表者の方々から風呂井敬
本財団理事長へ奨学金が授与されました。
　その後、競技能力が高く、全日本又は国際試合などで活躍し、将
来が有望な学生 10 名に対して風呂井理事長から奨学金証書を授与
しました。
　ご寄附をいただきました企業等の皆様に心から感謝いたします。

冠スポーツ奨学金対象学生
陸上競技部 鍋島　莉奈

自転車競技部

塚越さくら
体操競技部 金田　浩斗 上野みなみ
水　泳　部 髙橋航太郎 橋本　英也

柔　道　部
竪山　　将 原田　裕成
堀　　歩未 カ ヌ ー 部 大城　海輝

＝
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成
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度 
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本
日
こ
こ
に
、
鹿
屋
体
育

大
学
体
育
学
部
２
０
１
名
、

体
育
学
研
究
科
23
名
、
合
計

２
２
４
名
の
新
入
生
を
迎

え
、
平
成
27
年
度
の
入
学
式

を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、

国
立
大
学
法
人
鹿
屋
体
育
大

学
の
教
職
員
な
ら
び
に
在
学

生
に
と
り
ま
し
て
、
大
き
な

喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
今
日
ま
で

ご
子
弟
を
温
か
く
見
守
り
、

ご
支
援
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ

た
保
護
者
を
初
め
、
関
係
各

位
の
皆
様
方
に
、
心
か
ら
の

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
御
来
賓
の
皆
様
に

は
、
御
臨
席
を
賜
り
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
は
平
成
22

年
「
ス
ポ
ー
ツ
立
国
戦
略
」

を
掲
げ
、
そ
の
後
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
平
成
23
年
「
ス
ポ
ー
ツ

基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
今

年
は
「
ス
ポ
ー
ツ
庁
」
が
発

足
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
２
０
１
３
年
に

は
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
が
決
定
し
、
大
変
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
今

年
か
ら
２
０
２
０
年
に
向

か
っ
て
本
格
的
な
準
備
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
既
に
、

ス
ポ
ー
ツ
は
日
本
の
社
会
に

お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
出
来

な
い
文
化
と
し
て
根
付
い
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
定

義
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
私
は
ス
ポ
ー
ツ
と
は

「
健
康
の
為
」
「
教
養
と
し

て
」
さ
ら
に
は
「
競
技
力
向

上
の
た
め
」
の
あ
ら
ゆ
る
身

体
運
動
と
定
義
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

健
康
で
文
化
的
な
生
活
は

日
本
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
為
に
は

日
常
生
活
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
の
実
施
は
必
要
不
可
欠
と

い
え
ま
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、

現
代
生
活
に
お
い
て
は
、
慢

性
的
な
運
動
不
足
と
過
食
状

況
に
あ
り
、
そ
の
結
果
、
多

く
の
成
人
病
や
運
動
不
足
病

を
生
む
現
状
が
報
告
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社

会
環
境
で
は
、
日
常
生
活
に

お
け
る
適
切
な
ス
ポ
ー
ツ
の

実
施
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

対
策
が
、
わ
が
国
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
世
界
各
国
で
叫

ば
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
更

に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
に
代
表
さ
れ
る

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
素
晴

ら
し
い
競
技
成
績
は
、
社
会

全
体
を
活
気
づ
け
る
事
も
事

実
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

ス
ポ
ー
ツ
は
健
康
長
寿
の

礎
、
体
力
の
向
上
、
人
格
の

形
成
に
欠
か
せ
な
い
ば
か
り

で
な
く
、
地
域
の
活
性
化

や
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
等
の
広

が
り
に
よ
る
経
済
的
効
果
な

ど
、
明
る
く
豊
か
で
活
力
に

満
ち
た
社
会
を
形
成
す
る
上

で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

存
在
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し

て
お
り
ま
す
。
鹿
屋
体
育
大

学
は
ま
さ
し
く
こ
の
「
ス

ポ
ー
ツ
立
国
戦
略
」
を
実
現

す
る
に
相
応
し
い
大
学
と
し

て
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
昭
和
56

年
に
「
体
育
学
・
ス
ポ
ー
ツ

科
学
」
の
研
究
と
教
育
を
専

門
と
す
る
、
国
立
で
唯
一
の

単
科
の
４
年
制
体
育
大
学
と

し
て
設
置
さ
れ
、
今
年
で
34

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
次
の
よ
う
な

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
体
育

学
部
に
お
い
て
は
、
実
践

的
・
創
造
的
な
指
導
力
と
優

れ
た
応
用
能
力
を
持
つ
、
活

力
あ
る
指
導
者
に
な
り
得
る

人
材
及
び
高
い
人
間
力
と
社

会
の
各
分
野
で
活
躍
で
き
る

能
力
を
持
つ
職
業
人
に
な
り

得
る
人
材
を
育
成
し
、
体
育

学
研
究
科
に
お
い
て
は
、
高

度
な
専
門
的
知
識
と
豊
か
な

学
識
を
有
し
、
国
際
的
に
活

躍
で
き
る
専
門
指
導
者
に
な

り
得
る
人
材
を
育
成
す
る
事

で
あ
り
ま
す
。

　

科
学
的
な
知
識
と
技
術
に

裏
付
け
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
指

導
に
よ
り
、
人
間
を
心
身
と

も
に
高
め
て
い
く
事
は
、
こ

れ
ま
で
の
体
育
学
ス
ポ
ー
ツ

科
学
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
て
お
り
ま
す
。
一
方

　

こ
う
し
た
大
学
の
目
的
を

達
成
さ
せ
る
た
め
に
、
人
間

が
動
く
事
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
の
検

証
、
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
が

社
会
に
与
え
る
社
会
心
理
学

的
効
果
な
ど
の
最
新
の
知
識

や
技
術
に
関
す
る
研
究
と
教

育
を
皆
さ
ん
と
共
に
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
鹿
屋
体
育
大
学
で

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
代
表

さ
れ
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
お

け
る
競
技
力
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の

為
の
科
学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
研
究
開
発
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
は
４
年
間
で

こ
の
よ
う
な
最
新
の
体
育

学
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
身
に

付
け
て
、
社
会
の
た
め
に
貢

献
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

改
め
ま
し
て
本
日
こ
こ
に
、

ご
来
賓
各
位
な
ら
び
に
保
護

者
の
方
々
の
ご
列
席
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
入

生
の
皆
さ
ん
へ
の
期
待
と
激

励
を
の
べ
て
、
告
辞
と
い
た

し
ま
す
。

で
、
単
に
個
人
的
な

経
験
や
興
味
本
位
で

行
う
ス
ポ
ー
ツ
の
指

導
は
、と
も
す
れ
ば
、

障
害
や
疾
病
を
引
き

起
こ
す
ば
か
り
で
な

く
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト

や
ス
ポ
ー
ツ
嫌
い
を

増
や
す
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
鹿

屋
体
育
大
学
で
は
科

学
的
背
景
に
基
づ
く

ス
ポ
ー
ツ
指
導
が
可

能
な
専
門
的
指
導
者

の
育
成
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
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入
学
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と
う
�

＝
平
成
27
年
度
入
学
式
＝
平
成
27
年
度
新
入
生
合
宿
研
修
を
実
施

　

鹿
屋
体
育
大
学

で
入
学
式
が
行
わ

れ
た
４
月
６
日
の

夜
、
地
元
団
体
で

つ
く
る
鹿
屋
市
地

域
づ
く
り
交
流
事

業
実
行
委
員
会
の

主
催
に
よ
る
鹿
屋

体
育
大
学
新
入
生

歓
迎
会
が
同
市
内

の
「
リ
ナ
シ
テ
ィ

か
の
や
」
で
開
催

さ
れ
、
新
入
生
を

は
じ
め
と
す
る
鹿

屋
体
育
大
学
関
係

者
約
２
５
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
19
回
目

と
な
る
こ
の
歓
迎

会
は
、
県
外
出
身

者
の
多
い
同
大
学

の
新
入
生
に
地
元

市
民
や
団
体
と
の

交
流
を
通
じ
て
、

鹿
屋
の
地
に
早
く

慣
れ
親
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
目
的

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
４

月
11
日
か
ら
12
日
ま
で
の
１

泊
２
日
の
日
程
で
、
平
成
27

年
度
新
入
生
合
宿
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
１
泊
２
日

の
合
宿
研
修
を
通
じ
て
、
今

後
４
年
間
の
学
生
生
活
を
有

意
義
に
よ
り
良
く
過
ご
せ
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
新
入
生

同
士
の
人
間
関
係
を
形
成

し
、
合
わ
せ
て
上
級
生
及
び

教
職
員
と
の
良
好
な
関
係
を

築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
今
回
は
新
入
生
、
学
生

委
員
会
委
員
、
体
育
会
役
員

等
合
わ
せ
て
２
０
８
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
森
司
朗
学
生

委
員
会
委
員
長
（
学
生
支
援

担
当
学
長
補
佐
）
の
挨
拶
で

と
し
た
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
同
実
行
委
員

会
の
田
中
俊
實
会
長
が
「
皆

さ
ん
の
入
学
を
心
待
ち
に
し

て
い
ま
し
た
。
今
日
は
市
民

の
歓
迎
を
大
い
に
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
そ
の

後
、
鹿
屋
市
か
ら
日
本
一
の

規
模
を
誇
る
「
か
の
や
ば
ら

園
」
の
無
料
入
園
券
が
新
入

生
全
員
に
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
地
元
産
黒

牛
・
黒
豚
の
焼
き
肉
や
カ
ン

パ
チ
の
握
り
寿
司
、
さ
つ
ま

あ
げ
な
ど
、
鹿
屋
市
特
産
品

を
使
っ
た
料
理
が
多
数
提
供

さ
れ
、
新
入
生
に
大
変
好
評

で
し
た
。

　

ま
た
、
歓
迎
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
鹿
屋
特
産
カ

ン
パ
チ
の
重
量
当
て
や
、
激

辛
海
軍
カ
レ
ー
の
早
食
い
の

ほ
か
、
鹿
屋
市
役
所
に
勤
務

　

４
月
６
日
、
鹿
屋
体
育

大
学
で
は
平
成
27
年
度
入

学
式
が
行
わ
れ
、
体
育

学
部
１
８
１
名
（
ス
ポ

ー
ツ
総
合
課
程
１
２
８
名
、

同
武
道
課
程
53
名
）
、
同
第

３
年
次
編
入
学
20
名
（
ス
ポ

ー
ツ
総
合
課
程
20
名
）
、
大

学
院
体
育
学
研
究
科
修
士
課

程
13
名
、
同
博
士
後
期
課
程

10
名
の
計
２
２
４
名
が
、
鹿

屋
の
地
で
新
生
活
の
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
新
入
生
を
代
表

し
て
桒
原
佑
佳
さ
ん
（
武
道

課
程
）
が
「
先
輩
や
同
期
の

学
生
と
切
磋
琢
磨
し
、
実
践

的
な
体
育
指
導
者
を
目
指
し

て
、
学
業
及
び
競
技
力
の
向

上
に
励
み
ま
す
」
と
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し

て
、
中
西
茂
鹿
屋
市
長
（
代

理
：
原
口
学
副
市
長
）
か
ら

「
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
鹿
屋
体
育
大
学
の

校
風
、
先
輩
が
築
き
あ
げ
て

き
た
伝
統
、
そ
し
て
鹿
屋
魂

を
受
け
継
ぎ
、
自
ら
の
夢
の

実
現
に
向
け
て
邁
進
し
て
く

だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

入学生宣誓 原口副市長

学生歌斉唱学長表彰

田中会長

会話もはずむ

ＯＢからのエール

盛り上がったアトラクション

新
入
生
を
代
表
し
て
、
桒
原

佑
佳
さ
ん
（
武
道
課
程
）
が

「
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
歓

迎
を
受
け
て
安
心
す
る
と
と

も
に
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
早
く
大
学
生
活
に
慣

れ
、
こ
の
鹿
屋
の
地
で
充
実

し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い

き
た
い
」
と
、
お
礼
の
言
葉

と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

　

小
雨
の
降
る
あ
い
に

く
の
天
候
で
し
た
が
、

新
入
生
に
と
っ
て
市
民

の
方
々
の
温
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
出
来
た
、

大
変
有
意
義
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
体
育

会
主
催
で
、
昼
食
を
挟
み

サ
ー
ク
ル
紹
介
を
実
施
。
全

22
サ
ー
ク
ル
が
、
活
動
場
所

で
の
実
演
や
ビ
デ
オ
に
よ
る

サ
ー
ク
ル
の
紹
介
を
行
い
、

新
入
生
は
先
輩
達
の
熱
弁
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
前
に
は
、
同

大
長
島
未
央
子
講
師
に
よ
る

食
事
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
栄
養
の
摂
取
方

法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
国
立
大
隅
青
少

年
自
然
の
家
野
外
炊
飯
場
へ

移
動
し
、
各
班
毎
に
協
力
し

て
作
っ
た
カ
レ
ー
を
食
べ

て
、
１
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
16
班
に
分
か

れ
て
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
は
、
地
図
を
用
い
て

コ
ー
ス
に
設
置
さ
れ
た
40
箇

所
の
ポ
イ
ン
ト
を
捜
索
し
、

植
物
図
鑑
を
使
っ
て
各
ポ
イ

か
っ
た
」
「
友
達
が
出
来
て

良
か
っ
た
」
「
カ
レ
ー
作
り

や
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
協
力

し
て
取
り
組
め
、
ク
ラ
ス
の

仲
間
意
識
が
深
ま
っ
た
よ
う

に
感
じ
た
」
と
の
声
が
聞
か

れ
、
非
常
に
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

連帯感も深まった２日間

鹿屋体育大学新入生を地元市民が歓迎

す
る
同
大
Ｏ

Ｂ
か
ら
エ
ー

ル
が
贈
ら
れ

る
な
ど
、
会

場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、

ン
ト
で
正
し
い
植
物

名
を
回
答
す
る
ル
ー

ル
で
行
わ
れ
、
ク
ラ

ス
ご
と
に
作
戦
の
違

い
が
見
ら
れ
、
ス
コ

ア
に
大
き
な
差
が
出

ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の

表
彰
が
行
わ
れ
、
上

位
３
チ
ー
ム
に
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
か
ら
は

「
自
然
と
た
く
さ
ん

触
れ
あ
え
て
楽
し

美味しいカレーが出来ました
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心豊かな車社会を願う

寿自動車学校
スクールバスを１時間ごとに運行しています

福岡・熊本・鹿児島・宮崎・国分・川内・都城・奄美・種子島・屋久島
大口・指宿・南薩・志布志・南大隅・串間・日南・出水・姶良・曽於

何か物足りない、何か決め手に欠く、
そんな“あと一歩”をお手伝いします。

ヒューマン印刷に徹する

〒893-0013  鹿児島県鹿屋市札元1-22-34
TEL 0994-43-2238/FAX 0994-43-7541

URL http://www.shinsei-p.co.jp　E-mail kan@shinsei-p.co.jp
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鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
３

月
25
日
～
27
日
の
３
日
間
、

ス
プ
リ
ン
グ
・
サ
イ
エ
ン

ス
キ
ャ
ン
プ
「
ス
ポ
ー
ツ

科
学
の
最
前
線
～F

rom
 

G
ene to G

old

～
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

ス
プ
リ
ン
グ･

サ
イ
エ
ン

ス
キ
ャ
ン
プ
と
は
、
独
立
行

政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

が
主
催
す
る
事
業
で
、
先
進

的
な
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組

む
大
学
・
公
的
研
究
機
関
・

民
間
企
業
等
を
会
場
に
、
高

校
生
を
対
象
と
し
た
科
学
技

術
体
験
合
宿
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
最
先
端
の
研
究
施
設
や

実
験
装
置
を
有
す
る
研
究
現

場
等
で
、
第
一
線
で
活
躍
す

る
研
究
者
、
技
術
者
等
か
ら

直
接
講
義
や
実
習
指
導
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
科
学
技

術
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を

高
め
、
学
習
意
欲
の
向
上
を

図
り
、
創
造
性
や
知
的
探
究

心
、
理
数
の
才
能
等
を
育
て

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。 

　

今
回
は
12
機
関
で
実
施
さ

れ
、
同
大
に
は
全
国
各
地
か

ら
選
ば
れ
た
16
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

同
大
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

人
間
の
身
体
能
力
を
極
限
状

態
に
ま
で
高
め
、
限
界
に
挑

戦
す
る
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
最

先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
紹
介

し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向

上
に
最
先
端
科
学
が
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
科
学
の
研
究
成
果

が
、
一
般
の
人
の
健
康
づ
く

り
に
も
幅
広
く
応
用
さ
れ
、

国
民
す
べ
て
の
健
康
の
維

持
・
増
進
に
対
し
て
も
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
。

　

参
加
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
科

学
の
講
義
と
実
験
を
通
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
発
見
を
す
る
と

　ゴルフ部は現在 ２名の部員が在籍してい
ます。昨年度、一気に３人の部員が卒業と
同時に抜け 、現在は２名でひっそりと活動
しています。
　大学内には、立派な１３０ヤ－ドの打撃
練習場があります。週末などは、地元のゴ
ルフ場や練習場などでのラウンド練習もで
き、練習環境はとても充実しています 。
　競技スポ－ツとして、シリアスに競技力
向上を目指すよりは、ゴルフというスポー
ツを純粋に楽しむ、ゴルフを通じて人との
繋がり大切にする、この２つをテーマにゴ
ルフ部は活動しています 。　
　そのため、部員同士だけでなく、他のサ

－クルの学生や地域の方など、幅広い層の
方々と交流するように心掛けています。
　また、ゴルフをテーマに研究を行ってい
る部員もおり、自らがプレーする以外に
も、多角的にゴルフに関わりたいと考えて
います。
　これからも、ゴルフ部は人数的に厳しい
状況が続きますが、人数が少ない中でも
精一杯活動して、ゴルフというスポーツの
普及に貢献していけるように頑張りますの
で、ご支援よろしくお願いします。

サークル紹介

高
校
生
の
た
め
の
最
新
ス
ポ
ー
ツ
科
学

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
１

日
付
で
着
任
し
ま
し
た
安
部

孝
と
申
し
ま
す
。
主
に
学
部

と
大
学
院
の
運
動
処
方
論
を

担
当
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
東
京
大
学
や

東
京
都
立
大
学
（
現
首
都
大

学
東
京
）
な
ど
で
、
約
30
年

に
わ
た
っ
て
大
学
の
教
育
と

研
究
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
私
自
身
、
出
身
は
体
育

大
学
で
す
が
、
体
育
系
の
大

学
に
勤
務
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
じ
専

門
分
野
を
志
す
学
生
の
皆
さ

ん
と
切
磋
琢
磨
で
き
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
屋
に
来
て
感
じ
た
こ
と

は
、
私
が
生
ま
れ
た
山
形
県

の
米
沢
盆
地
と
景
色
が
よ
く

　

４
月
１
日
に
着
任
し
ま
し

た
鵜
木
親
志
で
す
。
私
は
、

昨
年
３
月
に
教
員
を
定
年
退

職
し
ま
し
た
。
退
職
を
機
に

自
宅
の
庭
に
一
坪
農
園
を

作
っ
て
み
ま
し
た
。
汗
を
か

い
て
土
を
耕
し
、
肥
料
を
施

す
な
ど
準
備
が
大
変
で
し

た
。
そ
こ
に
、
キ
ュ
ウ
リ
や

な
す
、
ト
マ
ト
な
ど
を
植

え
、
風
で
倒
れ
な
い
よ
う
に

支
え
を
し
て
お
い
た
と
こ

ろ
、
２
か
月
程
し
て
花
が
咲

き
小
さ
な
実
が
付
き
始
め
ま

スポーツ生命科学系
教授　安部　孝

◆�
ご
挨
拶

スポーツ人文・応用社会科学系
教授　鵜木　親志

◆�

新
た
な
一
歩

スポーツ人文・応用社会科学系
准教授　下大迫　晃

◆�

邁
進

似
て
い
る
こ
と
で
す
。
米
沢

盆
地
は
、
吾
妻
山
や
飯
豊
山

な
ど
四
方
を
２
０
０
０
m
級

の
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
所
で
す
。
し
か
し
、
冬
の

約
４
ヶ
月
間
は
雪
に
閉
ざ
さ

れ
、
幼
い
頃
か
ら
雪
の
降
ら

な
い
温
暖
な
場
所
で
生
活
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
長
年
の
夢
が
叶
っ
た

気
が
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
興
味
を
持
っ
て
進

め
て
い
る
研
究
は
、
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
の
評
価
法
と
判
定
基

準
の
開
発
、
さ
ら
に
は
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
の
克
服
法
に
関
す

る
研
究
で
す
。
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
と
は
、
加
齢
に
と
も
な
う

筋
量
と
筋
機
能
の
低
下
の
こ

と
で
、
身
体
の
機
能
障
害
と

密
接
な
関
連
性
を
示
し
ま

す
。
最
近
で
は
骨
量
の
減
少

や
転
倒
、
さ
ら
に
は
認
知
機

能
と
の
関
連
性
を
示
唆
す
る

研
究
も
み
ら
れ
ま
す
。
こ
こ

鹿
屋
か
ら
多
く
の
研
究
成
果

を
世
に
発
信
で
き
る
よ
う
ベ

ス
ト
を
尽
く
す
覚
悟
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

し
た
。
あ
と
は
、
時
々
追
肥

を
し
て
水
を
や
る
だ
け
で
、

夏
の
終
わ
り
ま
で
収
穫
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
『
作
物
の
栽
培

は
、
子
ど
も
た
ち
を
教
育
す

る
こ
と
と
同
じ
だ
』
と
気
付

き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
事
前

に
万
全
の
準
備
を
し
て
お
け

ば
、
子
ど
も
た
ち
は
手
を
か

け
な
く
て
も
自
身
の
力
で
成

長
し
て
い
く
の
だ
と
。

　

教
育
の
本
質
に
つ
な
が
る

農
作
業
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
や
私
の
37
年
間
の
教
員
生

活
を
通
し
て
の
思
い
や
考
え

を
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
私

の
務
め
を
果
た
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
も
に
、
同
じ
夢
を
持
つ
仲

間
と
協
力
し
な
が
ら
実
験
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
良
い
刺

激
を
受
け
、
交
流
を
深
め
た

よ
う
で
し
た
。

　

実
施
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
以
下
の
と
お
り
。

３
月
25
日

・ 

イ
ン
ト
ロ
講
義
：
「
ス
ポ

ー
ツ
科
学
」
と
い
う
科
学

　
　

荻
田
太
教
授

３
月
26
日

・ 

講
義
・
実
験
Ⅰ
：
「
ス
ポ

ー
ツ
活
動
と
持
久
力
」

　
　

荻
田
太
教
授

・ 

講
義
・
実
験
Ⅱ
：
「
ス
ポ

ー
ツ
活
動
と
脳
・
神
経
︲

筋
活
動
」

　
　

中
本
浩
揮
准
教
授　

　
　

與
谷
謙
吾
講
師

　
　

幾
留
沙
智
助
教

３
月
27
日

・ 

講
義
・
実
験
Ⅲ
：
「
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
３
次
元
分

析
」

　
　

和
田
智
仁
准
教
授

筋活動に関する実験

　

４
月
１
日
付
で
着
任
し
ま

し
た
下
大
迫
晃
と
申
し
ま

す
。
本
学
を
卒
業
し
て
20
年

以
上
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

度
、
鹿
児
島
県
出
水
市
立
出

水
商
業
高
等
学
校
よ
り
参
り

ま
し
た
。

　

学
生
時
代
は
専
門
と
す
る

剣
道
は
も
と
よ
り
、
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
全
般
に
つ
い
て
の

学
習
を
し
た
い
と
の
思
い
で

多
く
の
学
習
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
活
動
に
参
加
を
し
な
が

ら
、
い
ろ
ん
な
失
敗
も
あ
り

ま
し
た
し
、
反
省
も
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、
日
々
仲
間
た

ち
と
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

　

こ
れ
ら
学
生
時
代
の
経
験

活
動
が
糧
と
な
り
20
年
ほ
ど

学
校
教
育
に
従
事
し
て
き
ま

し
た
が
、
生
徒
指
導
に
係
る

業
務
が
多
く
、
こ
れ
も
保
健

体
育
科
の
教
職
員
だ
か
ら
こ

そ
為
せ
る
役
目
だ
と
も
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
で
は
保
健
体
育
科

教
育
法
な
ど
を
担
当
い
た
し

ま
す
が
、
学
校
現
場
の
現
状

や
教
職
員
と
し
て
求
め
ら
れ

る
資
質
等
を
皆
さ
ん
に
少
し

で
も
理
解
し
て
も
ら
い
、
皆

さ
ん
が
学
校
現
場
で
即
戦
力

と
し
て
活
躍
出
来
る
よ
う
、

そ
の
一
助
と
な
る
べ
く
努
め

て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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汲取の御注文
浄 化 槽 の 管 理

水質保全に
　　 全力投球

株式
会社西日本浄化サービス

代表取締役 田中ふみ子
鹿屋市王子町 4 5 3 1 － 2
TEL（0994）43－3425

鹿屋市
許　可

学内行事６月
21	日　大学説明会
　　　（東京サテライトキャンパス）

下旬　学生宿舎会入居者総会

認定証 認定マーク

闘いのスケジュール 6 月
	７日・	九州ビーチバレー大学春季男女リーグ戦（鹿児島/鹿屋体育大学）
12日・2015日本学生陸上競技個人選手権大会
　　 （～14　神奈川/Shonan　BMW　スタジアム平塚他）
13日・第31回全日本学生選手権個人ロードレース大会
　　 （～14　長野/奥木曽湖周回コース）
20日・第62回九州地区国公立大学選手権水泳競技大会
　　 （～21　福岡市立総合西市民プール）
21日・	第19回全日本選手権個人タイム・トライアル・ロード・レース大会
　　 （栃木/大田原市ふれあいの丘周辺特設ロードレースコース）
24日・	第41回西日本バレーボール大学男子選手権大会（西日本インカレ）（～27　兵庫）
25日・	第41回西日本バレーボール大学女子選手権大会（西日本インカレ）（～28　広島）
26日・	第99回日本陸上競技選手権大会（～28　新潟/デンカビッグスワンスタジアム）
　　・	第84回全日本自転車競技選手権大会ロード・レース
　　 （ ～27　栃木/那須町スポーツセンター周辺特設ロードレースコース）
27日・平成27年度全日本学生柔道優勝大会（男子64回　女子24回）
　　　（～28　東京/日本武道館）
　　	・第49回全日本女子学生剣道選手権大会、第9回全日本女子学生剣道東西対抗試合
　　　（大阪/BODYMAKERコロシアム）
28日・第63回全日本学生剣道選手権大会、第62回全日本学生剣道東西対抗試合
	 	（大阪/BODYMAKERコロシアム）

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
教

育
研
究
等
の
総
合
的
な
状
況

に
つ
い
て
、平
成
26
年
度
に
独

立
行
政
法
人
大
学
評
価
・
学

位
授
与
機
構
に
よ
る
大
学
機

関
別
認
証
評
価
を
受
審
し
、

同
機
構
が
定
め
る
「
大
学
評

価
基
準
を
満
た
し
て
い
る
」と

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。併
せ

て
、認
定
証
と
認
定
マ
ー
ク
の

交
付
も
受
け
ま
し
た
。

　

全
て
の
大
学
は
、
教
育
研

究
活
動
等
の
質
を
保
証
す
る

こ
と
等
を
目
的
に
、学
校
教
育

法
に
よ
り
、７
年
以
内
ご
と
に

文
部
科
学
大
臣
の
認
証
を
受

け
た
評
価
機
関
（
認
証
評
価

機
関
）に
よ
る
認
証
評
価
を

受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
前
回
は
平
成
19

機
関
別
認
証
評
価
結
果
～
大
学
評
価
基
準
を
満
た
し
て
い
る
～

年
度
に
受
審
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
結
果
で
は
、
教
員
の

自
己
点
検
・
評
価
結
果
の
研

究
費
配
分
等
へ
の
反
映
、演
習

科
目
等
の
少
人
数
授
業
及
び

武
道
の
実
技
科
目
に
お
け
る

授
業
方
法
、
実
技
能
力
に
関

し
て
の
学
習
成
果
向
上
等
が

優
れ
た
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
一
方
、学
生
の
学
習
時
間
の

状
況
を
把
握
す
る
取
組
や
成

績
の
客
観
性
・
厳
格
性
を
担

保
す
る
組
織
的
な
措
置
が
不

十
分
で
あ
る
等
が
改
善
を
要

す
る
点
と
し
て
指
摘
を
受
け

ま
し
た
。

　

同
大
学
で
は
、
評
価
結
果

に
基
づ
い
て
教
育
研
究
活
動

等
の
改
善
を
行
い
、更
な
る
教

平成27年度 鹿屋体育大学大学説明会・体験授業のお知らせ
【白水キャンパス：鹿児島県鹿屋市】
１． 第１回大学説明会及び体験授業
　・日　　時：平成 27 年 7 月 18 日（土）　13：00 ～ 16：00（大学説明会）
　　　　　　　平成 27 年 7 月 19 日（日）　９：00 ～ 11：40（体験授業）
　・対　　象：受験希望者（保護者を含む）及び教育関係者
　・実施内容：鹿屋体育大学概要・入試概要の説明、在学生からのアドバイス、
　　　　　　　実験・実習体験、施設見学、個別相談会等（大学説明会）及び
　　　　　　　模擬授業（体験授業）等
　・申込受付：6/15 ～ 7/14
２．第２回大学説明会
　・日　　時：平成 27 年 10 月 17 日（土）　13：00 ～ 16：00
　・対象、実施内容は第１回と同じ
　・申込受付：9/14 ～ 10/13
※第１回、第２回とも大学説明会開始時間前（10：30～12：00）にも個別相談会を実施します。
【東京サテライトキャンパス（筑波大学・鹿屋体育大学連携推進室）：東京都文京区】
 大学説明会
　・日　　時：第１回　平成 27 年５月 24 日（日）　13：00 ～ 16：30

第２回　平成 27 年６月 21 日（日）　13：00 ～ 16：30
第３回　平成 27 年８月 15 日（土）　13：00 ～ 16：30
第４回　平成 27 年８月 16 日（日）　13：00 ～ 16：30
第５回　平成 27 年11月 15 日（日）　13：00 ～ 16：30
第６回　平成 28 年１月 30 日（土）　13：00 ～ 16：30
第７回　平成 28 年３月 19 日（土）　13：00 ～ 16：30

　・対　　象：受験希望者（保護者を含む。）及び教育関係者
　・実施内容：鹿屋体育大学概要・入試概要・学生生活等の説明、個別相談会
※ 日程は変更になることがあります。
※ 実施内容及び申込方法等の詳細については、
　 鹿屋体育大学公式ＨＰ（http：//www.nifs-k.ac.jp/）で確認してください。
申込み・問い合わせ先
　国立大学法人鹿屋体育大学教務課入試係
　　住所：〒 891-2393　鹿児島県鹿屋市白水町１番地
　　電話：0994-46-4869, 4868　FAX：0994-46-2515　E-mail：nyushi@nifs-k.ac.jp

【テニス】
◆	2015年九州学生新進テニストーナメント
 （3/5～15　福岡/春日テニスコート）
 男子シングルス １位　北村　翔平

【柔道】
◆	第25回九州女子柔道選手権大会
 （3/8　福岡武道館）
      ２位　堀　　歩未

【ヨット】
◆	2015年九州学生新人ヨット選手権大会
 （3/19～22　鹿屋体育大学海洋スポーツセンター）
 国際スナイプ級 ２位　昇　 慧祐※
 国際470級  団体 ２位

【自転車競技】
◆第9回明治神宮外苑大学クリテリウム大会
 （3/8　東京/明治神宮外苑特設コース）

　男子大学生グループ１ １位　橋本　英也
　     ５位　黒枝　咲哉
　男子大学生グループ２-A ５位　馬渡　伸弥
　男子大学生グループ２-B １位　原田　裕成
　男子大学生グループ３-A １位　柴崎　俊祐
　男子大学生グループ３-B １位　安本　昇平
　     ３位　橋本　　直
　女子   １位　上野みなみ
　     ８位　江藤里佳子
　大学対抗  １位

【カヌー】
◆	2015	カヌースプリント海外派遣選手選考
会兼第25回府中湖カヌーレガッタ

　C-1 200m  ７位　仲宗根脩真
　C-1 1000m  １位　大城　海輝
      ４位　仲宗根脩真
　C-2 1000m  １位　松田　裕介・
         仲宗根脩真
      ３位　大城 海輝※
　K-1 200m  ３位　明石　寛幸
　WC-1 200m  １位　島津早耶子
　WK-1 200m  １位　田中　香奈
      ４位　山下友理子
　WK-1 500m  １位　山下友理子   
※は、他団体の所属選手との出場を示す。

闘いの記録
３月

育
研
究
の
質
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
評
価
結
果
は
、

同
大
及
び
同
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

お
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（ ） 　
賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国

際
交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

《
一
般
・
冠
ス
ポ
ー
ツ
奨
学
金
》

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

㈱
か
の
や
寿
自
動
車
学
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サ
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本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平

成
元
年
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
年

会
費
（
寄
付
金
）
は
一
口　

企
業

三
万
円
、
個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財
団
に

対
す
る
年
会
費（
寄
付
金
）に
つ
き
ま

し
て
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
あ

り
、
二
千
円
を
超
え
る
ご
寄
付
に
つ

き
ま
し
て
は
、
そ
の
超
え
る
額
に
つ

い
て
所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は

現
金
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融

機
関
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
関
係
各
位
の
格
別
な
る

御
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
か
ら
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